
■ 新技術の概要
人工タンパク質ナノ粒子を集合させ、沈殿を形成させることができた。この沈殿
は温度に応答して水中で透明・不透明が変化する性質を示した。温度応答は本来
可逆的であるが、不可逆性も与えられる。また、この沈殿の内部 pHは溶液 pH
と異なり、同じ液中で局所的に pHが異なる空間を形成することができる。

■ 従来技術・競合技術との比較
温度計とデータロガーを組み合わせれば温度履歴の記録は可能となるが、小型化・
大量生産・廃棄の点は考慮されていない。本技術は、態様の自由度・温度履歴機能・
大量生産・安全面が考慮可能となる。pHについては、環境や細胞中等での測定
となり周囲の影響を受けるが、本技術によって pH管理された空間で測定を行う
ことが可能となる。

■ 新技術の特徴
•可逆的な透明化・不透明化の温度応答性を示す
•沈殿の内部に触媒を閉じ込めることができる
•蛍光分子を導入することもできる

■ 想定される用途
•生鮮食品などの温度管理材料
• pH管理が必要な酵素反応
•簡易環境水分析キット
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新技術の概要

従来技術・競合技術との比較

新技術の特徴

本技術は、本来幾何学的に異なる構造の構造体となるタンパク質において、フラ
ーレン様やシート状の所望の構造を呈したタンパク質の作製及び利用に関する技
術である。捕集剤やフィルター等の利用も含めて、当該構造と物性を組み合わせ
た新たな活用の可能性を模索している。

従来の技術では、３量体と２量体とからタンパク質の構造体を作製した場合、幾
何学的に異なる構造の構造体が必ず製造されるため、所望の構造を有する構造体
のみを得ることができなかった。しかし、本技術を用いることで、構造の均一性
の高いタンパク質の構造体の作製が可能となる。

•構造の均一性の高いタンパク質の構造体の作製が可能
•本タンパク質の構造体の作製が簡便な方法により可能

想定される用途

•捕集剤（例えば、分析又は分取用のカラムの担体）
•フィルター（例えば、物質の集団中から目的の成分のみ単離）
•固定化酵素
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